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Abstract: Oviposition behavior in non-irradiated and irra-

diated melon fly, Dacus cucurbitae COQUILLETT, was studied

under laboratory conditions. A few irradiated female melon 

flies inserted their ovipositors into slices of host fruits (melon 

and watermelon) and artificial oviposition devices. The 

quantity and frequency of ovipositional •gacts•h for irradiated 

flies was much lower than that of the non-irradiated ones. 

•g Number•h indicates the quantity of females which engaged in 

oviposition behavior per 1,000 females per 15min. •gFre-

quency•h indicates the total number of acts in varying be-

havioral modes per 1,000 females per 15min.

ウ リミバ エが産卵 のために果実 に穴 をあけ ると,た と え卵 が

産 みつけ られ ない場合 で も,あ るいは 産みつけ られた 卵がふ 化

しな い場 合 で も,果 実 は産卵痕 を中心に歪んで発育す る。その

ため果実 の商 品価値 は著 しく減 少す る。不 妊虫放 飼法 に よるウ

リミバ エの根絶事 業が行 われてい る沖縄県では,ス イ カや メロ

ンな どでこのよ うな産卵痕 が しば しば見 られ問題 とな っている。

もし,ふ 化幼 虫を伴 わない,こ れ らの 産卵痕が ウリ ミバエ によ

るものであ るとす るな ら,そ れ は,(1)放 飼 された 不妊虫の雄 と
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交尾 した 野生虫の雌 による産卵痕 か,(2)不 妊 虫の雌 自身 の産卵

行動 による産卵痕で あろ う。 この うち,(1)は 不妊 虫放飼法 がそ

もそ も 「産卵(配 偶)行 動が起 こ らない」 こ とよ りも 「産卵 して

も卵 がふ 化 し ない」 ことに依 っているので当然起 こ りうる。一

方,(2)に ついては,羽 化後14日 以上 を経過 した不妊 虫の雌 が,

人工採 卵器 に対 し産卵行動 をとるこ とが あ る とい わ れ て い る

(上門,1988)。 しか し実 際 に被 害 が問題 となる野外 の ウリ類 の

果実 について 同様 の行動 が,み られ るか どうかは不 明であ る。

そ こで 本研究では まず,野 外の ウ リ類 の果実 で幼 虫加害 を伴 わ

ない 産卵痕だけに よる被害が どれ ぐらいの率 で生 じているかを

調 べ,次 に,実 験室内で 不妊 虫の雌 の うち どれ くらいの割合 の

雌 が ウリ類果実 に対 し産卵行動 をとるのか を調べ た。

本 文に先立 ち,実 験の便宜 をはかって下さった,沖 縄 県 中部

農業 改良 普及所与 那原 久夫所長,同 上原直三主任技師,沖 縄県

ミバ エ対策事 業所 与儀喜雄所長,同 山岸正明研究員,琉 球 大 学

佐 々木健氏に感謝の意 を表す。

材 料 お よび 方 法

1. 野 外調査

1987年11月 に,沖 縄本島の 勝連半島か ら約4km離 れ た津

堅島の ハ ウス 内では,ウ リミバエ の 産卵痕 によると思われ る果

実 の被害が多発 していた。そ こで 同 月 に,こ のハ ウスよ り長径

約10cmの スイ カの幼果34個 を採集 し,産 卵痕の 有無 とウリ

ミバエの卵 および幼 虫の有無 を調べた。

2. 実験室における産卵行動の観察

実験 室の ケージ 内で照射虫の 産卵行動 を調 査 した。実験 には

沖縄 県 ミバエ対 策事業所 で 累代 飼育 し,羽 化2日 前 の蛹期に7

KRの γ線 を照射 した雌 を照射雌 とし,照 射 しない雌 を非照射

雌 として用いた。 これ らの雌 は羽 化 後16日 目まで雄 と同居 さ

せ,交 尾 させた後 に雌雄 にわ け,IWAHASHI (1972)の 方 法 で個

体 識別 マー ク し,照 射虫 と非照射虫 に分 けて ゴースネ ッ トケー

ジ(20×20×20cm)に 各100～200頭 の割合 で入れ,実 験の 日

まで室内で飼育 した。

本 実験 では十分な 日齢 を経 過 させ るため羽化後30～37日 齢の

ハエ を用いた。各 ケージ に は産 卵対 象物 として,1)カ ボ チ ャ

ジ ュース をしみ込 ませた人工採卵器(仲 盛 ら,1976), 2)ス イ カ

幼果の薄片(直 径約7cm,厚 さ約0.5cm), 3)同 程度の大 きさの

メロン幼 果 の 薄 片,の いずれか を入れ,こ れ らに対す る雌の産

卵行動 を1ケ ージ につ き1回15分 ずつ調 べた。なお,繰 返 し

実験数 は,非 照射虫では メ ロン薄片で2回,人 工採 卵器 とスイ

カ薄 片で4回,照 射 虫 についてはメ ロン薄 片で8回,人 工採卵

器 とスイカ薄片で12回 行 った。また,実 験 に供試 した雌 の総数

は,非 照射 虫ではメ ロン薄片 で190個 体,人 工採 卵器 とスイカ

薄片 で311個 体,照 射虫についてはメ ロン薄片 で595個 体,人

工採 卵器 で981個 体,ス イカ薄 片で812個 体 である。

結 果 お よ び考 察

津堅島 で採集 され た34個 のスイカ幼果の うち,24個 は表皮 に

なん の外傷 もな く,明 らかな健全果 であった。 しか し残 りの10

個 には,表 皮 に外傷 や小 さな穴 が認 め られ たため,こ れ らの果

実 を外傷や穴の近 くか ら注意深 く切断 し,内 部 を調 べ た。そ の

結果,卵 と幼 虫 は発見 され なかったが,4個 で ウリバエが産卵

したときにできたと思 われ る産卵痕 が見 つかった。 これ らの傷

が 放飼 され た不妊 虫 によってできた ものか どうかは不 明だが,

Table 1. Number2) and frequency3) of irradiated (ƒÁ-ray) and non-irradiated female melon flies Dacus cucurbitae COQUILLET 

engaging in oviposition behavior

1) Oviposition behaviors are classified into 4 types
, (1) visit: visiting an object for oviposition and/or licking it, (2) project: 

projecting ovipositor after •gvisit•h, (3) search: searching for oviposition site while projecting the ovipositor, (4) insert: 

inserting the ovipositor into the object.

2) •gNumber•h: No. of females which were engaged in oviposition behavior per 1
,000 individuals per 15min.

3) •gFrequency•h (): Total number of ovipositional acts per 1
,000 individuals per 15min.

2,3) All numerals show mean•}S .D.

4) For detail
, see NAKAMORI et al. (1976).
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ウリミバ エ雌 の産卵痕 による 被害が果実 で実際 に生 じる ことが

明 らか とな った。

ウ リミバエの照射雌 は,羽 化後14日 目か ら産卵行動 を とるも

の が現 れ,日 齢 が進 むにつれてその頻 度が増す といわれ ている

(上門,1988)。 そこで30日 齢 以上 を経過 した照射 虫の雌 が産卵

行動 を とるか どうか を室内で調 べた ところ,雌 は産卵対象物 に

対 して次 の四つ の行動 を とった。

1) 飛来:産 卵容器 あるい は果 実薄片 に飛来 し,こ れ らを 口

吻 でなめる

2) 突出:産 卵管 を後方 に突出 させ る

3) 探索:産 卵管 を曲げ産卵部位 を探 索する

4) 挿 入:産 卵管 を挿入 し,産 卵姿勢 をとる

ただ し,行 動 は必ず 「飛来 」か ら生 じ,あ る段階 で雌 が行動

を中止す るまで1)か ら4)の 順 に移行 した。 ここで は便宜的 に

これ ら四つの 行動 をま とめて 「産卵 行動 」 と呼ぶ ことに した。

結果 は15分1,000頭 あた りに換算 して,信 個体数:(number)」

と 信頻度:(frequency)」 を求 めTable 1に 示 した。 こ の うち

「個体数 」は全 雌の うち産卵行動 を行 った雌の数 を示 し,「頻 度」

は行動の延べ回数 を示す。

まず 非照射 虫 につ いて産卵行動 を行 った 雌の 「個体数」 をみ

ると,各 産卵対象物 にそれ ぞれ 平 均179頭 か ら263頭(/15分

1,000頭)が 「飛来」 した。この うち 「突 出」 まで 行 った 個 体

は,人 工採卵器お よびスイ カ薄片 ではそれぞれ平均33頭 と42頭

であ り,メ ロン薄片 では153頭 であった。この ように 「飛来」

雌 の 多 くは,そ の後の行動 を行 わずに産卵対 象物 を離れた。 こ

れ に対 し,一 度産卵管 を 「突 出」 させ るとこれ らの雌の 大半 は

「探索」 そ して 「挿入 」へ と至 った。 また非照射虫では,す べて

の 行動 で 「頻 度」(表 中のか っこ内 の数字)が 「個体数」の値 よ

り大 きく,15分 間で 産卵 に関す る行動 を複数 回 とった雌 がいた

ことがわか る。

同様 に,照 射 虫につ いて産卵行動 をとった 雌の 「個 体 数」 を

み ると,人 工採卵器 とスイ カ薄片 にはそれぞれ平均32頭 と36頭

(/15分1,000頭)が,メ ロン 薄 片 に は98頭 が 「飛来」 した。

この うち 「突 出」 に至 ったのは,ど の産卵対象物 でも10分 の1

以 下 で あ り,ほ とん どの雌がその後の行動 を とらずに産卵対象

物 を離れた。 しか し照射虫の場合で もい ったん 産卵管 を 「突出」

させ た雌 は,高 い割合でその後の行動へ と移行 した。結局 「挿

入 」まで至 った雌 は,人 工採卵器 とスイカ 薄片では平均1頭 以

下,メ ロン薄片では平均5頭 とな った。 また,こ れ らの 値 は,

非 照 射 虫 の 「個体数」 に比べ,ど の産卵対象物 について もすべ

ての 行動 で 有意に低 くな った(3産 卵対象物 ×4行 動=12ヶ ー

スのす べてでp<0.05, MANN-WHITNEY's U-test)。 同様 に,「頻

度」 で み て も,非 照射虫 に比べ,ど の 産卵対象物 に対 して もす

べ ての行動 で有意 に低 い値 とな った(3対 象物 ×4行 動=12ヶ

ースのすべ てでp<0 .05, MANN-WHITNEY's U-test)。

次 に各行動 を とった雌の 「個体数」 と各 行 動 の 「頻 度」につ

いて 産卵対象物間で 違 いがあるかど うかを,非 照射 虫 と照射 虫

のそ れ ぞ れ につ い てKRUSKAL-WALLISテ ス トを用 いて検定 し

た。 そ の結 果,非 照射虫ではすべての 行動 にお いて 「個体数」

でも 「頻度 」で も,産 卵対象物間に差がなか った。 と こ ろ が,

照射 虫では 「飛来」におけ る 「個体数」 と 「頻度」 で対 象 物 間

に差 が 認 め られた(p<0.01)。 これは,メ ロン薄片での値 が他

に比べ高 かったため と考え られ る。なお,「 挿入」 を行 った照射

雌 を解剖 した ところ,こ れ らはすべて 卵巣 が 未発達 であったこ

と か ら,不 妊 虫では 卵巣 が未発 達で も 「挿入」 を行 う場合 があ

ることがわ かった。

以上 のこ とか ら,30～37日 齢 のウ リミバ エ照射虫の雌 が人工

採卵器 や ウリ類幼果 の薄片 に対 して 産卵管 を 「挿入」す る こ と

が明 らか となった。

したがって津 堅島の スイカ で見いだ された 産卵痕は,放 飼 さ

れ たウ リミバ エの不妊雌 による可能性 が高い と考 えられ る。
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